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第14回 情報科教育法

情報公開と⾃⼰表現の授業案を作成する
ラフ案を、発表できる形にする

山梨大学 教育学部 准教授
稲垣 俊介
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POSITION

Shunsuke Inagaki 2

ここまでの流れ
情報公開と自己表現サイクル

第13回 ラフ案を作る

第14回 発表できる形に整える

第15回 1人15分程度で本発表する

第16回 コメントをもとに改善する

今日は「発表可能化」の回です。

説明



FLOW
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今⽇の流れ
ラフ案を、発表できる形にする

n 第13回ラフ案の確認

n 全体への改善メッセージ

n 完成条件の確認

n チェックポイントごとに直す

n ノート欄を書く

n フォームとPPTXを提出する

説明



MESSAGE
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第13回ラフ案から⾒えたこと
非公開が正解、で終わらせない

情報公開と自己表現を授業にする入口はできています。

今日直す方向
「情報を出すのは危ない」で終わらせない授業とすることです。

l 何のために公開するのか。
l 誰に見られるのか。
l 相手には何が読み取られるのか。
l どこまで自分で決められるのか。

ここまで考える授業にしましょう。

説明



GOAL
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今⽇の完成条件
この8つがそろえば、次回発表できる

n 中心発問がある

n 具体的な場面がある

n 判断が分かれるジレンマがある

n 生徒が行う活動がある

n 生徒が提出するものがある

n 教師としての配慮がある

n ノート欄に話す内容がある

n 15分発表の流れがある

説明



HOW
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今⽇の進め⽅
チェックポイントごとに直しましょう。

説明

n中心発問
n場面
n ジレンマ
n活動

n提出物
n教師としての配慮
n ノート欄
n発表の流れ

少し直す → フォームに書く → また直す・・・を繰り返します。



CHECK
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はじめに確認する
今日、最初に直すところはどこか

確認するもの

l 第13回で作ったラフPowerPoint

l 第13回フォームの自分の回答

l 今日の第14回フォーム

確認することは、今日、最初に直すところはどこか、です。

フォームQ1から始めましょう。

説明



CHECKPOINT 01
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中⼼発問を強くする
情報公開の意味と見られ方を考える問いにする

弱くなりやすい発問

n 情報公開について考えよう。

n 個人情報に気をつけよう。

n 自己表現について考えよう。

強くする方向

n 情報公開で得られるものと失うものを

問う。

n 見せたい情報と読み取られる情報のず

れを問う。

n 授業の最後まで残る問いにする。

制作



EXAMPLE
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中⼼発問の例
正解がすぐに決まらない問いにする

n 情報を公開することで、自分はどう見られるのか。

n 自分が見せたい情報と、相手に読み取られる情報は同じなのか。

n 情報を公開することで得られるものと、失うものは何か。

n あなたなら、どこまで自分の情報を公開するか。

制作



FORM
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フォームに書く
Q2・Q3

Q2
改善後の中心発問を書きましょう。

Q3
その発問で、高校生は何と何の間で迷うかを書きましょう。

書いたら、最初の問いスライドを直す。

フォーム



CHECKPOINT 02
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場⾯を具体化する
場面が具体的になると、判断が生まれる

n 誰が

n 何を公開するのか

n どこに公開するのか

n 何のために公開するのか

n 誰に見られる可能性があるのか

n 何に迷うのか

制作



EXAMPLE
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場⾯の作り⽅
「情報を公開する」から一段具体化する

弱い場面
l 高校生が情報を公開する。

強い場面
l 高校生が、作品ポートフォリオを公開しようとしている。
l 本名や顔写真を入れると信頼されそうだが、
l 将来も検索され続けるかもしれない。

公開することで得られるものと、残り続ける情報の間で迷っている。

制作



FORM
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フォームに書く
Q4

高校生に見せる具体的な場面を書きます。

書いたら、場面提示スライドを直します。

確認すること
高校生が、その場面を想像できるか。
情報公開の意味と迷いが見えるか。

フォーム



CHECKPOINT 03
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ジレンマを作る
非公開が正解、で終わらせない

ジレンマにする条件

n 情報を公開する理由がある。

n 立ち止まる理由もある。

n どちらを選んでも、失うものがある。

n 目的や相手が変わると、判断も変わる。

制作



EXAMPLE
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ジレンマの例
公開したい理由と、立ち止まる理由の両方を置く

n 自分を知ってもらいたい。
→でも、見られ方を自分では完全に決められない。

n 実名や顔を出すと信頼されやすい。
→でも、将来も検索され続ける可能性がある。

n 活動実績を公開したい。
→でも、学校名や生活圏まで見えるかもしれない。

n 日常を見せたい。
→でも、積み重なると生活パターンが見える。

制作



FORM
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フォームに書く
Q5

自分の授業のジレンマを書きます。

書くこと
l 公開したい理由は何か。
l 立ち止まる理由は何か。
l 目的や相手が変わると、判断は変わるか。

書いたら、場面や問いを直します。

フォーム



CHECKPOINT 04
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⽣徒の活動を具体化する
「考える」「話し合う」だけで終わらせない

n 何を見るか

n 何を分類するか

n 何を比べるか

n 何を選ぶか

n 何を理由づけるか

n 何を作るか

→活動は、中心発問につなげましょう。

制作



EXAMPLE
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活動の例
最後は、理由を書かせる

n プロフィールを見る

n 公開情報を分類する

n 見せたい情報と読み取られる情報を分ける

n 公開する情報・限定する情報・公開しない情報を選ぶ

n 目的別に公開内容を変える

n 人物の情報公開方針を作る

→自分の基準を書く

制作



FORM

Shunsuke Inagaki 19

フォームに書く
Q6・Q7

Q6
生徒にさせる活動を書きます。

Q7
その活動が、中心発問を考えるためにどう役立つかを書きましょう。

書いたら、活動スライドを直しましょう。

フォーム



CHECKPOINT 05
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提出物を⾒直す
感想だけで終わらせない

提出物から見えるようにすること

制作

n 何を公開するか

n 何を限定するか

n 何を公開しないか

n その理由

n 公開する目的

n 読み取られる情報

n まだ迷っていること



FORM
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フォームに書く
Q8・Q9

Q8
生徒が最後に提出するものを書く。

Q9
その提出物から、教師は何を確認できるかを書く。

書いたら、
振り返り・提出物スライドを直す。

フォーム



CARE
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教師としての配慮
自己開示を強制しない

注意すること

n 他者の実名や顔は許可を得る

n 実在の友人や学校を扱わせない

n 人気やフォロワー数で価値づけない

n 公開することを悪と決めつけない

n 生徒が自分の基準を作れるようにする

説明



CHECKPOINT 06
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ノート欄を書く
誰が見ても、授業の進行が分かるようにする

必ず作成するスライド

l 中心発問
l 場面提示
l 活動の指示
l 深める問い
l 提出物・振り返り
l 教師としての配慮

書くこと 何を話すか／生徒に何をさせるか

制作



EXAMPLE
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ノート欄の例
自分が授業しやすいように

このスライドでは、架空プロフィールを提示する。
生徒にはまず、公開されている情報に印をつけさせる。
ここでは、よい／悪いをすぐに決めない。
公開する目的と、相手に読み取られる情報を分けて考えさせる。

制作



FORM
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最終フォームを書く
第15回発表前の準備記録にする

フォーム Q10〜Q15

l ノート欄の準備状況
l 第15回で見てほしいところ
l 今日直したこと
l まだ残っていること
l PPTXの提出状況
l ファイル名
l 自由記述

フォーム



SUBMIT
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今⽇提出するもの
PPTXとフォームを、授業内に出す

第14回フォーム

情報公開と自己表現の授業案
発表版PowerPoint

ファイル名例
学籍番号_氏名_情報公開と自己表現発表版.pptx

今日の提出版を、第15回の本発表で使う。

次回接続



NEXT
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次回の本発表
第15回 1人15分程度で発表する

発表で話すこと
l 対象
l 中心発問
l 高校生に見せる場面
l 判断が分かれるところ
l 生徒の活動
l 生徒の提出物
l 教師として気をつけること
l まだ迷っている点

次回接続



FINAL
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今⽇のまとめ
次回、本発表を行う

今日大切にしたこと

l 非公開が正解、で終わらせない
l 情報公開の目的を考える
l 見せたい情報と読み取られる情報を分ける
l 場面を具体化する
l 活動と提出物をつなげる
l ノート欄に授業の進行を書く

第15回は、発表版PowerPointを使って本発表する。

次回接続


